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国内外に革新

技術アピール
板金ソリューション

ア
マ
ダ
展
示
会

　
―
―
オ
ウ
ト
ク
ン
プ
が
イ

ノ
ク
サ
ム
を
統
合
し
、
米
国

で
は
ア
ラ
バ
マ
州
の
カ
ル
バ

ー
ト
工
場
を
稼
働
さ
せ
た
。

ア
セ
リ
ノ
ッ
ク
ス
の
米
国
事

業
、
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
ス

テ
ン
レ
ス
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
に
も

影
響
を
与
え
そ
う
だ
が
。

　
「
世
界
の
大
手

2社
の
統

合
に
よ
っ
て
、
パ
ワ
フ
ル
な

グ
ル
ー
プ
が
誕
生
す
る
こ
と

は
確
か
だ
が
、
米
国
市
場
に

お
い
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
は

4割
の
シ

ェ
ア
を
握
り
、

1

0

0％
に

近
い
設
備
稼
働
状
況
に
あ

る
。
新
規
参
入
者
は
コ
ス
ト

や
納
期
を
含
め
、
信
頼
性
の

高
い
製
品
を
供
給
す
る
の
に

時
間
が
か
か
る
」

　
―
―
影
響
は
大
き
く
な
い

と
み
て
い
る
よ
う
だ
が
、
販

売
戦
略
を
変
え
る
必
要
は
な

い
の
か
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
販
売
先
と

良
好
な
信
頼
関
係
を
築
い
て

お
り
、見
直
す
必
要
は
な
い
」

　
―
―
と
は
い
え
カ
ル
バ
ー

ト
工
場
は
年
産

90万
㌧
規
模

で
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
変
化

が
生
じ
る
。
オ
ウ
ト
ク
ン
プ

は
、
イ
ノ
ク
サ
ム
、
メ
ヒ
ノ

ッ
ク
ス
を
合
わ
せ
て
、
北
米

で

20％
の
シ
ェ
ア
を
持
ち
、

こ
れ
を
引
き
上
げ
て
い
く
と

い
っ
て
い
る
が
。

　
「
米
国
に
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
、
Ｊ

＆
Ｌ
ア
レ
ゲ
ニ
ー
、
Ａ
Ｋ
ス

チ
ー
ル
、
輸
入
な
ど
の
供
給

者
が
あ
っ
て
、
需
要
家
は
購

入
先
を

3―

4社
に
分
散
し

て
い
る
。（
現
地
生
産
を
開
始

し
た
か
ら
と
い
っ
て
）
オ
ウ

ト
ク
ン
プ
に
集
中
す
る
と
は

考
え
に
く
い
」

　
―
―
一
方
、
ア
ジ
ア
は
厳

し
い
市
場
環
境
が
続
い
て
い

る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
バ
ル
・

ス
テ
ン
レ
ス
の
事
業
戦
略
を

見
直
す
必
要
は
。

　
「
バ
ル
が
立
ち
上
が
る
前

か
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
製
品
を

輸
出
し
て
い
た
の
で
販
売
力

は
あ
る
。
バ
ル
は
、
数
量
を

追
い
求
め
て
価
格
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
な
販
売

姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
。
も
と

も
と
ア
ジ
ア
は
日
本
メ
ー
カ

ー
が
強
か
っ
た
市
場
で
あ

り
、
バ
ル
は
そ
れ
ら
を
取
り

込
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
ど
の
よ
う
に
自
分
た
ち

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
つ
か
ん
で

い
く
か
を
考
え
て
い
る
。
日

新
製
鋼
と
い
う
歴
史
的
パ
ー

ト
ナ
ー
と
一
緒
に
、
ア
ジ
ア

市
場
を
開
拓
し
て
い
く
戦
略

に
変
わ
り
は
な
い
」

　
―
―
第

2期
工
事
を
終

え
、
製
鋼
一
貫
が
視
野
に
入

っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
先
に

な
る
だ
ろ
う
が
、
成
功
さ
せ

る
自
信
は
あ
る
の
か
。

　
「

1

0

0％
の
自
信
が
あ

る
。
バ
ル
を
リ
ロ
ー
ラ
ー
に

と
ど
め
る
つ
も
り
は
な
い
。

1

0
0万

㌧
規
模
の
一
貫
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、
ア
ジ
ア
に

根
を
お
ろ
し
て
い
く
つ
も
り

だ
」

　
―
―
欧
州
も
や
は
り
厳
し

い
環
境
に
あ
る
。

　
「
オ
ウ
ト
ク
ン
プ
と
イ
ノ

ク
サ
ム
が
一
緒
に
な
り
、
供

給
者
が

1社
減
る
。
結
果
と

し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
シ
ェ
ア

が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
」

　
―
―
具
体
化
し
始
め
て
い

る
の
か
。

　
「
い
や
ま
だ
だ
。
欧
州
は

世
界
同
時
不
況
や
債
務
危
機

な
ど
の
影
響
が
続
い
て
い

る
。

2社
も
ま
だ
完
全
統
合

し
て
い
な
い
。
今
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
そ
う

と
す
る
こ
と
は
得
策
で
な

い
」

　
―
―
日
新
製
鋼
と
の
関
係

が
、
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た

提
携
か
ら
、
戦
略
的
な
提
携

関
係
に
発
展
し
て
き
た
よ
う

だ
が
。

　
「
日
新
製
鋼
と
は

43年
に

お
よ
ぶ
長
い
、
極
め
て
特
別

な
関
係
に
あ
る
。
日
新
は
ア

セ
リ
ノ
ッ
ク
ス
の
株
式

15％

を
、
バ
ル
の
株
式

30％
を
保

有
し
て
い
る
。
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
一
緒
に
考

え
、
行
動
す
る
、
ベ
ス
ト
モ

ー
メ
ン
ト
に
き
て
い
る
」

　
―
―
日
新
の
持
株
比
率
を

引
き
上
げ
る
考
え
は
。

　
「

1％
程
度
の
株
式
を
保

有
し
て
い
る
が
、
良
好
な
信

頼
関
係
も
構
築
で
き
て
お

り
、（
持
ち
株
を
）
増
や
す
べ

き
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
」

　
―
―
ス
テ
ン
レ
ス
業
界
の

先
行
き
に
つ
い
て
。

　
「
非
常
に
タ
フ
な
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

こ
と
は
初
め
て
で
は
な
い
。

今
の
状
況
の
背
景
に
は
、
世

界
同
時
不
況
、
ス
テ
ン
レ
ス

の
供
給
過
剰
構
造
、
中
国
の

能
力
拡
大
の
大
き
く

3つ
の

要
因
が
あ
る
」

　
―
―
中
国
要
因
は
大
き
そ

う
。

　
「

2

0

0

1年
に

3・

8

％
だ
っ
た
中
国
の
世
界
シ
ェ

ア
が
、

12年
に

46％
に
達
し

て
お
り
、
明
ら
か
に
作
り
過

ぎ
。市
場
は
伸
び
て
い
る
が
、

そ
れ
を
上
回
る
供
給
能
力
拡

大
が
続
い
て
い
る
。
国
家
と

し
て
ス
テ
ン
レ
ス
の
自
給
に

動
く
の
は
当
然
だ
が
、
原
料

を
輸
入
し
、
電
力
制
限
も
あ

る
中
で
、
政
府
は
こ
の
不
毛

な
能
力
拡
大
に
歯
止
め
を
か

け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
付
け
加

え
て
お
く
と
、欧
州
や
韓
国
、

日
本
も
、
も
と
も
と
供
給
過

剰
で
あ
っ
て
、
中
国
だ
け
に

責
任
を
押
し
付
け
る
つ
も
り

は
な
い
が
、
量
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
大
き
す
ぎ
る
」

　
―
―
そ
の
中
国
の
供
給
過

剰
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

　
「
経
済
環
境
が
好
転
す
る

ま
で
、（
改
善
に
向
か
う
の

は
）難
し
い
の
で
は
な
い
か
」

　
―
―
最
後
に
ス
テ
ン
レ
ス

業
界
の
長
期
展
望
を
。

　
「
ス
テ
ン
レ
ス
は
、
需
要

が
年
率

6％
の
成
長
を
続
け

る
期
待
の
素
材
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
ア
セ
リ
ノ
ッ
ク
ス

は
経
営
資
源
の

1

0

0％
を

ス
テ
ン
レ
ス
に
集
中
し
て
い

る
」
　

（
谷
藤

真
澄
）

供
給
過
剰
・
再
編
の
波
に
ど
う
対
応

アアア
セセセ
リリリ
ノノノ
ッッッ
ククク
ススス
ののの
施施施
策策策

ベ
ラ
ス
ケ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
聞
く

　
世
界
の
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ー
カ
ー
は
、
深
刻
な
供
給
過
剰

問
題
と
、
そ
れ
に
よ
る
業
界
再
編
の
う
ね
り
の
中
で
、
ま

ず
は
生
き
残
り
、
そ
し
て
長
期
的
に
成
長
す
る
た
め
の
戦

略
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
最
大
手
の

1社
で
あ
る
ア

セ
リ
ノ
ッ
ク
ス
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ

に
、
市
場
環
境
認
識
と
対
応
策
な
ど
を
聞
い
た
。

　三喜俊典・日新製鋼社長

は、「先週の土曜日に米国

に入って、シカゴ事務所、

ウィーリング・ニッシン、

ニッシン・オートモーティ

ブ・チュービングなどを訪問し、火曜日に

ニューオーリンズに来た」。

　ＷＮは、ＺＡＭの米国生産の1次ホッ

トランを終え、秋には後処理の設備を立

ち上げる。「ＮＡＴは第2ラインが来週か

ら試運転に入り、材料の現地調達面での

アセリノックスとの連携も軌道に乗って

きた」とうれしそう。

　ＩＳＳＦの総会を終えて、「ステンレス

業界は厳しい環境にさらされているが、

200系が世界粗鋼の2割を超えてきた。生

誕100年を越えて、転換期を迎えている

ようだ。これまで延長線上ではない、新た

な道を模索する時期が始まっているかも

しれない」と指摘していた。

　木下洋・新日鉄住金ステ

ンレス取締役相談役は「世

界のステンレス業界は収

益が悪化し、需給、原料な

どの課題がクリアになっ

てきた。ＩＳＳＦ総会は用途・市場開拓に

知恵を出し合おうというムードが高まる

など、建設的な会議となった」と評価。ス

テンレスは「競合素材が多く、境界線が移

動する商品であるが、努力と比例して需

要は広がっていく」と展望を示した。

　嶋尾正・大同特殊鋼社長

は「日曜に米国に来て、提

携先のティムケンを訪問

してからニューオーリン

ズ入り」。

　ティムケンとは「新しいビジネステー

マを探そうと話をしてきた」。ティムケン

が中国市場で、ハイエンドの構造用鋼ビ

ジネスを展開。ここに大同が素材を供給

する契約を結んでいたが、「為替の円高修

正などで追い風が吹き、ようやくアクセ

ルを踏める」。一方、大同が追加投資を行

うオハイオ・スター・フォージに、ティム

ケンから材料を調達しようという話もし

てきたそうだ。

　一方、ステンレスは「国内の需給バラン

スが悪く、我慢の時期」とし、国内需要回

復を確実なものとする民間企業の設備投

資意欲を高める安倍政権の「第3の矢」に

期待を寄せていた。

　西馬孝文・ＪＦＥスチー

ル常務は、ＩＳＳＦ総会を

終えて「世界のステンレス

業界は、一様に供給過剰に

苦しんでいる。用途開拓に

よって新たな需要を発掘していこうとす

る、ＩＳＳＦの活動の意義は大きい」と強

調。そのうえで「生き抜いていくため、わ

れわれも知恵を絞って、新たな需要の創

出に注力していかなければならない」と

し、新担当役員としての決意を新たにし

ていた。

生誕100年越え転換期

課題明確、建設的な会議

ティムケンと新事業模索

新たな需要の創出を

日本冶金世
界
で
高
機
能
材
拡
販

今
期

4.5万
㌧
へ
　来
月
に
専
門
部
署

　
新
し
い
高
機
能
材
営
業

推
進
部
の
部
長
に
は
、
現

在
海
外
事
業
企
画
部
長
で

あ
る
木
内
康
裕
氏
が
就
任

し
、

4人
体
制
で
ス
タ
ー

ト
す
る
。「
こ
れ
か
ら
見
込

ま
れ
る
高
機
能
材
の
需
要

を
予
測
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

に
受
注
を
拡
大
し
て
い

く
」
と
、
次
期
営
業
本
部

長
に
就
任
予
定
の
橋
之
口

氏
。
水
処
理
、
環
境
設
備

向
け
の
案
件
な
ど
を
中
心

に
、
上
海
、
ロ
ン
ド
ン
、

バ
ン
コ
ク
、
シ
カ
ゴ
の
世

界

4地
域
に
展
開
す
る
現

地
法
人
な
ど
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、「
一
般
材
と

高
機
能
材
の
両
輪
で
黒
字

化
を
目
指
す
」（
同
）。

　
日
本
冶
金
の
高
機
能
材

は
、
ボ
ー
イ
ン
グ

7

8

7

向
け
や
羽
田
空
港
の
Ｄ
滑

走
路
な
ど
の
大
型
案
件
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
販

売
量
を
毎
年
確
実
に
伸
ば

し
て
き
た
。
し
か
し

13年

3月
期
は
、
最
大
輸
出
国

で
あ
る
中
国
の
景
気
減
速

の
影
響
で
、

4万
㌧
と
前

期
比

3

0
0

0㌧
ほ
ど
落

ち
込
ん
だ
。

　
直
近
で
は
足
元
の
円
高

修
正
に
よ
り
、
供
給
先
の

国
内
重
工
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

案
件
の
需
要
捕
捉
の
好
機

が
広
が
っ
て
お
り
、
今
期

は
前
期
比

10％
ア
ッ
プ
の

4万

5

0

0
0㌧

を
見
込

む
。
営
業
利
益
で
も
、
高

機
能
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拡

販
で

6億
円
の
押
し
上
げ

を
目
指
す
方
針
。

日刊産業新聞 13.5.17

　
日
本
冶
金
工
業
は
、
注
力
し
て
い
る
高
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
で
あ
る
高
機
能
材
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
拡
販
し
、

2
0

1
4年

3月
期
に

4万
5

0

0

0㌧
と
、
過
去
最
高
水
準
の
販
売
量
を
見
込
む
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、専
門
の

高
機
能
材
営
業
推
進
部
を

6月
1日

付
で
設
立
す
る
。
営
業
本
部
の
下
に
同
部
の
ほ
か
、
販
売
企
画
部
、ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
の

3部
を
並
べ
「
高
機
能
材
営
業
の
司
令
塔
」（
橋
之
口
真
常
務
執
行
役
員
営
業
本
部
副

本
部
長
）
と
し
て
機
能
さ
せ
た
い
考
え
。

　
国
際
ス
テ
ン
レ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
大
会
は

16日
、
オ
ー
プ
ン

パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
量
か
ら
価
値
へ
」
に
お

い
て
、
数
量
を
追
い
求
め
る
価
格
競
争
か
ら
脱

却
し
、
機
能
材
料
と
し
て
の
付
加
価
値
を
持
続

的
成
長
に
結
び
つ
け
て
い
く
、
新
た
な
業
界
構

造
へ
の
第
一
歩
を
模
索
す
る
議
論
を
重
ね
た
。

　

17日
に
は
新
設
備
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ

で
、
業
界
内
外
の
注
目
を
集
め
る
オ
ウ
ト
ク
ン

プ
・
カ
ル
バ
ー
ト
工
場
の
見
学
ツ
ア
ー
に
向
か

う
。

　
【
米
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
】

Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｆ

パ
ネ

ル
セ

ッ
シ

ョ
ン

新
た
な
業
界
構
造
を
模
索

　
【
米
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
】
国
際
ス
テ
ン
レ
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
）

は

16日
、

2

0

1

2年
の

世
界
ス
テ
ン
レ
ス
粗
鋼
生

産
（
速
報
）
が
前
年
比

5

・

2％
増
の

3

5

3

6万

㌧
と
な
り
、
最
高
記
録
を

更
新
し
た
と
発
表
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
国
・
地
域

の
生
産
が
減
少
す
る
中
、

中
国
は

14・

2％
増
の

1

6

0

9万
㌧
と
大
幅
に
増

加
し
た
。
中
国
の
粗
鋼
シ

ェ
ア
は

11年
の

42％
か
ら

45％
に
上
昇
し
た
。

　
西
欧
・
ア
フ
リ
カ
は

0・

7％
減
の

7
8

3万
㌧
、

中
東
欧
は

8・

2％
減
の

36万
㌧
、
米
州
が

4・

7

％
減
の

2

3
7万

㌧
、
中

国
を
除
く
ア
ジ
ア
は

0・

6％
減
の

8

7

2万
㌧
だ

っ
た
。

　
ア
ジ
ア
の
う
ち
、
日
本

は

2・

5％
減
の

3

1

7

万
㌧
、
台
湾
も

7・

8％

減
の

1

1

1万
㌧
と
減
っ

た
が
、
韓
国
は

0・

5％

増
の

2

1

7万
㌧
、
イ
ン

ド
も

5・

3％
増
の

2

2

8万
㌧
と
増
え
た
。

　
グ
レ
ー
ド
別
の
生
産

は
、

3

0

0系
が

53％
、

4

0

0系
が

25％
、

2

0

0系
が

20％
。

02年
は

3

0

0系
が

71％
、

4
0

0

系
が

22％
、

2

0

0系
は

6％
で
、

10年
間
で

2

0

0系
の
シ
ェ
ア
が
大
幅
に

上
昇
し
た
。

ステンレス
世界粗鋼

12年
過
去
最
高

3536万
㌧

中
国
、

14％
ア
ッ
プ

1609万
㌧

　
コ
ベ
ル
コ
ク
レ
ー
ン

（
塚
本
晃
彦
社
長
）
は

15

日
、
シ
ャ
テ
ィ
コ
ン
シ
ャ

ス
ク
レ
ー
ン
「
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｈ
Ｅ
Ｒ
―
Ⅹ

2

5

0（
型

式
Ｒ
Ｋ

2

5

0―

8）」

（
最
大
吊
上
げ
荷
重

25㌧
）

＝
写
真
＝
を
本
年

6月

1

日
か
ら
発
売
す
る
と
発
表

し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ

ィ
で
高
い
ク
レ
ー
ン
能
力

を
持
ち
、
排
出
ガ
ス

2

0

1

1年
規
制
の
適
合
エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
す
る
な
ど
環

境
に
も
対
処
し
た
ホ
イ
ー

ル
ク
レ
ー
ン
。
ク
ロ
ー
ラ

ク
レ
ー
ン
と
合
わ
せ
て
、

ホ
イ
ー
ル
ク
レ
ー
ン
も
強

化
す
る
ほ
か
、
カ
ス
タ
マ

ー
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
も
図

る
。
価
格
は

4

6

0

0万

円
で
年
間

1

0

0台
の
販

売
を
目
指
す
。

　
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｈ

Ｅ
Ｒ
―
Ⅹ

2

5

0は
同
機
種
の

型
式
Ｒ
Ｋ

2

5

0―

7を
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
し

た
。
搭
載
エ
ン

ジ
ン
が
排
ガ
ス

規
制
に
対
応
し

て
い
る
ほ
か
、

低
騒
音
型
建
設

機
械
の
基
準
も

ク
リ
ア
（
申
請

中
）し
、グ
リ
ー

ン
購
入
法
に
も

適
合
し
た
。
最
適
な
回
転

数
で
作
業
が
で
き
る
Ｇ
モ

ー
ド
も
備
え
、
燃
費
を
向

上
さ
せ
た
。

　
左
前
方
走
行
視
界
が
広

い
ス
ラ
ン
ト
プ
ー
ム
を
採

用
、
基
本
通
行
条
件
Ｂ
条

件
に
も
適
合
し
、
走
行
性

と
作
業
性
を
高
め
た
。
ク

レ
ー
ン
遠
隔
稼
働
管
理
シ

ス
テ
ム
の
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

を
標
準
装
備
し
、
稼
働
状

況
、
安
全
運
転
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
管
理
を
円
滑
化

す
る
。

　
高
剛
性
で
軽
量
な
ボ
デ

ィ
と
ス
ラ
ン
ト
ブ
ー
ム

で
、
ク
ラ
ス
最
小
級
に
コ

ン
パ
ク
ト
化
し
、
安
定
し

た
ク
レ
ー
ン
能
力
を
確
保

し
た
。

ホイール型

最小級投入
コベルコクレーン

ティッセン米州鉄鋼事業

売却方針に変更なし

　
独
鉄
鋼
大
手
の
テ
ィ
ッ

セ
ン
ク
ル
ッ
プ
の
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
・
ヒ
ー
シ
ン
ガ
ー

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

15日
の
決
算
会

見
で
、
米
州
鉄
鋼
事
業
の

売
却
に
つ
い
て
、
適
切
な

時
期
に
契
約
す
る
方
針
に

変
わ
り
な
い
と
す
る
考
え

を
示
し
た
。グ
イ
ド
・
ケ
ル

ク
ホ
フ
Ｃ
Ｆ
Ｏ
は
、
特
に

ブ
ラ
ジ
ル
は
ヴ
ァ
ー
レ
と

の
合
弁
事
業
で
、
売
却
相

手
以
外
に
も
交
渉
が
必
要

な
た
め
、
時
間
が
か
か
る

と
説
明
し
た
。

　
ケ
ル
ク
ホ
フ
Ｃ
Ｆ
Ｏ

は
、
ス
テ
ン
レ
ス
事
業
売

却
時
の
よ
う
に
米
州
鉄
鋼

事
業
の
一
部
を
保
有
し
続

け
る
場
合
も
排
除
し
な
い

も
の
の
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が

望
ま
し
い
」
と
し
て
、
全

て
売
却
し
た
い
考
え
を
示

し
た
。
売
却
相
手
候
補
に

つ
い
て
は
守
秘
義
務
が
あ

る
と
し
て
明
か
さ
な
か
っ

た
。

　
テ
ィ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ

の
米
州
鉄
鋼
事
業
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
年
産

5

0

0万

㌧
の
ス
ラ
ブ
一
貫
製
鉄
所

と
、
米
国
の
年
産

5

0

0

万
㌧
の
熱
延
以
下
の
工
場

か
ら
な
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、

米
国
と
も
に

2

0

1

0年

に
稼
働
し
た
。

　
た
だ
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
後
の
景
気
低
迷
期
に

あ
た
り
、
全
社
の
業
績
が

悪
化
。

11年
に
は
事
業
再

構
築
に
着
手
し
、
ス
テ
ン

レ
ス
事
業
を
昨
年
売
却
。

続
い
て

12年
に
米
州
事
業

の
売
却
方
針
を
示
し
た
。

や
は
り
売
却
を
表
明
し
て

い
る
電
磁
鋼
板
事
業
は
準

備
に
入
っ
た
ば
か
り
だ

が
、
テ
ー
ラ
ー
ド
ブ
ラ
ン

ク
事
業
は
、

7―

9月
中

に
売
却
手
続
き
を
完
了
す

る
見
通
し
。

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
新
会
長

レ
ー
ウ
ィ
ン
ケ
ル
氏
選
出

　
米
国
鉄
鋼
協
会
（
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
）
は

15日
、
新
会
長

に
露
エ
ブ
ラ
ツ
・
グ
ル
ー

プ
の
北
米
会
社
の
マ
イ
ケ

ル
・
レ
ー
ウ
ィ
ン
ケ
ル
Ｃ

Ｅ
Ｏ
を
選
出
し
た
と
発
表

し
た
。

1年
間
の
任
期
を

務
め
る
。

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版

Ni系
ス
テ
ン
レ
ス
冷
薄

30万
円
乗
せ
に
照
準

関西流通

　
関
西
地
区
の
ニ
ッ
ケ
ル

系
ス
テ
ン
レ
ス
冷
延
薄
板

市
況
は
、
実
需
が
迫
力
不

足
の
状
況
下
で
、
仕
入
価

格
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
が

遅
れ
て
い
る
。
流
通
各
社

は

6月
を
め
ど
に
ト
ン
当

た
り

30万
円
台
乗
せ
を
目

指
し
、
一
層
売
り
腰
を
強

め
て
い
る
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ー
カ
ー

は
昨
秋
以
降
、
原
料
価
格

上
昇
を
背
景
に
相
次
い
で

製
品
価
格
を
引
き
上
げ
、

陥
没
価
格
状
態
と
な
っ
て

い
た
店
売
り
価
格
の
立
て

直
し
を
推
進
。
こ
れ
ら
を

受
け
て
、
流
通
筋
で
も

4

月
か
ら
本
格
的
な
再
販
価

格
の
値
上
げ
を
実
施
。
メ

ー
カ
ー
の
動
き
か
ら
タ
イ

ム
ラ
グ
は
あ
る
も
の
の
、

地
区
内
の
市
中
相
場
は

S

U

S
3

0

4ベ
ー
ス
サ
イ

ズ
（

2㍉
）
で
ト
ン
当
た

り

28万

5

0

0

0円
ど
こ

ろ
と
、
底
値
圏
か
ら
同

3

万
―

4万
円
程
度
上
伸
し

て
お
り
、
依
然
安
値
も
散

見
さ
れ
る
も
の
の
「
極
端

な
安
値
価
格
は
解
消
さ
れ

て
い
る
」（
関
係
筋
）
よ
う

だ
。

　
肝
要
の
需
要
環
境
は
今

ひ
と
つ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
ら
側
面
か
ら
の

後
押
し
は
ま
だ
弱
い
が
、

扱
い
筋
で
は
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
な
ど
も
相
ま
っ

て
、
実
需
の
手
応
え
は
確

実
に
増
加
し
て
き
て
い

る
」（
大
手
流
通
筋
）
と
の

声
も
聞
か
れ
る
状
況
に
あ

る
。
Ｌ
Ｍ
Ｅ
ニ
ッ
ケ
ル
価

格
や
ス
テ
ン
レ
ス
ス
ク
ラ

ッ
プ
な
ど
の
原
料
価
格
が

続
落
す
る
な
ど
の
懸
念
材

料
も
あ
る
が
、
流
通
段
階

で
も
価
格
転
嫁
を
進
ち
ょ

く
さ
せ
な
い
と
、
利
益
確

保
が
難
し
く
な
る
可
能
性

も
出
て
く
る
こ
と
で
、
来

月
中
の
ト
ン
当
た
り

30万

円
台
乗
せ
に
向
け
、
流
通

各
社
に
よ
る
価
格
転
嫁

は
、
正
念
場
を
迎
え
て
い

る
。

品
質

追
求
日日
新新
とと
戦戦
略略
共共
有有

　
ア
マ
ダ
は
今
月

10日
か

ら
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

の
本
社
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ

Ａ
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
　
Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
　

2

0

1

3　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
」

を
開
催
し
て
い
る
。
業
界

最
大
級
の
単
独
展
示
会

で
、
海
外
か
ら
も
多
数
の

来
場
者
が
訪
れ
る
同
社
最

重
要
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。

得
意
と
す
る
レ
ー
ザ
ー
加

工
を
は
じ
め
、
最
新
技
術

が
詰
ま
っ
た
新
製
品
な
ど

を
披
露
し
、
革
新
的
な
板

金
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
狙
い
。

　
メ
ー
ン
会
場
は
、
本
社

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る
ア
マ
ダ
・
マ

シ
ン
ツ
ー
ル
プ
ラ
ザ
（
Ａ

Ｍ
Ｔ
Ｐ
）
と
実
証
加
工
プ

ラ
ザ
。
こ
の
う
ち
Ａ
Ｍ
Ｔ

Ｐ
は
新
製
品

を
展
示
す
る

「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
」
と
、
従

来
の
レ
ー
ザ

マ
シ
ン
や
パ

ン
チ
・
レ
ー

ザ
ー
複
合
マ

シ
ン
な
ど
を

展
示
す
る

「
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
ゾ
ー

ン
」
に
分
か

れ
る
。
会
場

内
の
マ
シ
ン
は
い
ず
れ
も

常
時
稼
働
し
て
お
り
、
展

示
機

1基
に
つ
き
、
必
ず

複
数
の
担
当
者
が
待
機

し
、
来
場
し
た
企
業

1社

ご
と
に
目
の
前
で
加
工
を

実
演
す
る
な
ど
、
見
応
え

の
あ
る
展
示
で
来
場
者
の

関
心
を
引
き
つ
け
る
。

　
最
大
の
目
玉
は
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
中
央

に
展
示
さ
れ
た
、
国
内
初

披
露
と
な
る
世
界
唯
一
の

工
程
統
合
型
オ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
マ
シ
ン
「
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
―
Ａ
Ｊ
」。レ

ー
ザ

ー
加
工
、
成
型
、タ
ッ
プ
、

曲
げ
の

4つ
の
工
程
を

1

台
に
集
約
し
、
完
全
自
動

化
し
た
も
の
で
、
連
続
無

人
運
転
に
よ
る
効
率
的
な

少
量
・
多
品
種
生
産
を
実

現
す
る
。
小
物
精
密
部
品

や
試
作
品
製
作
な
ど
の
小

ロ
ッ
ト
・
短
納
期
対
応
に

優
れ
る
。
昨
年
秋
に
ド
イ

ツ
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
最

大
の
板
金
加
工
見
本
市

「
ユ
ー
ロ
ブ
レ
ッ
ヒ

2

0

1

2」
で
は
、
Ｍ
Ｍ
賞
を

独
Ｂ
Ｖ
Ｓ
社
と
共
同
で
受

賞
。
欧
州
で
は
Ｂ
Ｖ
Ｓ
社

の
ほ
か
、
複
数
の
ユ
ー
ザ

ー
へ
の
導
入
が
決
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
製
品
と

し
て
、
自
動

2軸
角
度
セ

ン
サ
ー
の
搭
載
に
よ
り
、

試
し
曲
げ
を
不
要
と
す
る

高
速
・
高
精
度
サ
ー
ボ
ベ

ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
「
Ｅ

Ｇ
―

6

0

1

3」
や
、

2

㌔
㍗
の
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー

ザ
ー
発
振
器

を
搭
載
し
た

3軸
リ
ニ
ア

ド
ラ
イ
ブ
フ

ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
マ
シ
ン

「
Ｆ
Ｌ
Ｃ
―

3

0

1

5Ａ

Ｊ
＋
Ａ
Ｓ
Ｆ

―
Ｈ
―

3

0

1

5」な
ど
、

十
数
機
種
を
一
挙
に
披

露
。
新
た
な
板
金
加
工
モ

デ
ル
を

提
案
し
て
い
る
。

　
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
ゾ
ー
ン

で
は
、
同
社
が

蓄
積
し
た

加
工
デ
ー
タ
を

活
用
す
る

こ
と
で
、
従
来
の
マ
シ
ン

が
持
つ
能
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
加
工

領
域
の

拡
大
を
実
現
す
る
事

例
を

紹
介
。
建
築
や
自
動

車
、

太
陽

光
発
電
用

架
台
な
ど

へ
の
採
用
増
に
よ
り
、
レ

ー
ザ
ー
加
工
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
高

耐
食
性
め

っ
き
鋼
板
な
ど
の
加
工
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
日
新

製
鋼
の「

Ｚ
Ａ
Ｍ
」を
用
い

た
耐

食
性
評
価
試

験
を
実

施
。
加
工
後
に

塩
水
を

噴

霧
し
た
結
果
、
パ
ン
チ
ン

グ
加
工
に
比
べ
、Ｃ
Ｏ

2レ

ー
ザ
ー
や
フ
ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
ー
で
も
、

1

0

0時

間
後
の
端
面
の

耐
食
状
態

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
の

測
定
結
果
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
期
間
中
は

生
産
効
率
化
や
加
工
技
術

の
向
上
に
つ
な
が
る
最
新

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を

毎
日
開
催
。
特
定
機
種
に

興
味
の
あ
る
来
場
者
に
対

し
て
は
、
事
前
の
申
し
込

み
に
よ
り
、
個
別
対
応
で

の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
可
能
。
各
分

野
の
専
任

担
当
者
が
、
同
社
製
品
導

入
に
よ
る
具
体
的
な
効
果

を
解
説
す
る
。

国
内
初
披
露
と
な
る
最
新
技
術
が

結
集
し
た
新
商
品
を
多
数
展
示

工
程
数
削
減
の
実
例
を
紹

介
す
る
神
保
執
行
役
員

㊧

New Orleans♪ ♬


